２００６年第４回財務戦略部会(2006.10.19 実施)
講演会・勉強会アンケート調査結果について

1.回答状況　　　　　　　　　　　　　回答数／参加者数
全体‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　５９名／ 101名（58.4％）(前回 62名／108名 57.4％)
所属別

・学校関係者‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　４０名／５６名（71.4％）(前回 45名／ 66名 68.2％)
・企業・団体関係者‥‥‥‥‥‥‥　１９名／４５名（42.2％）(前回 17名／ 42名 40.5％)
· 基調講演に関する質問は企業関係者には回答不能のものが多く提出の誘引とならなかった。
· 回答の集計は学校関係者への質問【講演会　質問③～⑧】は学校関係者からの回答、それ以外は回答者全員の回答を集計した。

2.アンケート結果
《講演「『全入時代に生き残る大学ランキング』の実像に迫る！」についての質問です》
【質問①】講演「『全入時代に生き残る大学ランキング』の実像に迫る！」は参考になりましたか？
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【質問②】講演で最も参考になった点は何ですか？
［学校関係者］
＊すべて。

＊大学改革において、社会のニーズに合った内容への改革(受験生等に迎合する必要はないが)を実現できる大学が、今後も生き残っていく大学であろうという点。
＊その大学独自の強みで訴求できる力を持つ必要性。(個性、イメージ等)
＊大学ランキングが理解可能な内容と分析であったので、役に立った。特に、①志願者の増減の基準年を1992年とすべき点　、②大学評価の入り口で、偏差値55が分岐点であること、③大学評価の出口で、教育力であること、④入試説明のあり方を重点的に行うことなどが上げられる。
＊大学の序列はなかなか変わらないが、１つの分野で考えてみれば、別のランキングで上位に上がろうという考えが確認できたこと。
＊大学としての学生募集戦略、経営戦略において、現在実施している事項の検証ができた。

＊大学の評価に大きな影響を与える要素は何かを知ることができた。(高校の先生、保護者の影響力が大きくなっていることを認識しました。)

＊少子化に対応していく上で、特に配慮すべき内容がより明らかになった。
＊高校訪問の実態についてのレクチャー。
＊高校の諸要望が多様化している点。
＊高校教員および父母へのマーケティング戦略の重要性。
＊高校の卒業生に注目をとの件。
＊高校の進路指導教員の大学評価結果。
＊高校の進路指導教員に対するプレゼンのポイント。
＊「教諭たちは既に”はこもの”より中身を見抜いている」という内容を、突っ込んで聞けると思い参加したが、一般的な内容であったため、期待はずれの感は否めませんでした。
＊データの提供については有難かった。しかしながら、分析については曖昧さが多い。企業対象の経営分析やブランド分析に比すると、ベネッセ、アド、リクルート社を含め教育関連の企業部署の分析は弱くて不安定。結論についても５年前と比して新規性は全くなかった。今回の結論は本当にそうであろうか。
＊講演内容はほとんど既知のもの。特に目新しいものはなかった。より突っ込んだ説明、具体的事例を
　　紹介願いたい。「何を」「どうするか」。尤もこれは各大学が考えるべきということかもしれないが。

＊目新しい切り口がなく、多少残念でした。

［企業・団体関係者］
· 上位高校の上位大学への考え方は参考になった。　　　　　　　　　　　(コンサルティング会社)
· データの中身が良かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(証券)
· アンケート結果を纏めることによって結論を導出する手法は、これまで必ずしも重要視されなかったかもしれないが、学生(受験生)を「顧客」として考えていく発想が大事になってきたので、顧客の反応を調査することは重要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(証券)
· 金沢工科大学の取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(建設)
· 受験生に受け入れられる項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (建設)
· 大学ランキング、ブランド力ランキングの序列の変更については、種々の経営努力にもかかわらず大変困難な問題であることを改めて認識させられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(銀行)
· 大学の格差が、簡単には縮小しないことが、再認識させられた。
　【質問③】この講演について、学内で報告をされますか？（以下、大学関係の方への質問）
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【質問④】報告をする場合、誰を対象に行いますか？（複数回答可）
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　【質問⑤】あなたは、この講演を聞いてご自身の大学の変革の必要性を感じられますか？
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【質問⑥】社会のニーズに適応した教育面の再構築等の変革が可能な学校の風土ですか？
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【質問⑦】学生の学習意欲の啓発を目的とした、学生の自主的な勉学活動を支援する制度がありますか？
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【質問⑧】外部の評価を高めるような、就職支援体制の充実が可能な学校ですか？
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【質問⑨】大学の二極化が予測されますが、これからの社会を担う学生を教育していく大学はどうあるべきかまた、どういう人材に育てていくべきか、率直なご意見をお寄せください。

［学校関係者］
＊教育の質を高め学生の質を高めていく。一例としてリーダーシップ力の向上などが挙げられる。

＊社会の戦力となる人材育成。
＊社会のニーズを捉え、必要とされる人材を育てていくことが重要と考えている。
＊学生の”自立”を支援するシステム(教育・研究・学生生活活動支援)→近年の大学の学生に対する過剰なサービスに疑問を感じている。(学生のニーズに沿うものだけでよいのか)

＊その大学の卒業生だということが分かるような個性ある教育を行い、骨太の学生を育てるべき。

＊学生と指導教員の距離をいかにして０に近づけることができるか、そのために法人がなすべき方法について考えさせられる。この点での勉強会があれば良いと思う。
＊広い視野を持った人材。
＊入学時のレベルを卒業までにどれだけレベルアップさせるかという、教育力の体制と教員の能力アップ。

＊国際社会と日本のかかわりの上で何が日本として行うべき事項なのか、何が求められるかをリサーチしながら対応する必要がある。
［企業・団体関係者］
· 上位校はともかく、下位校は実学教育を中心にした専門学校マーケットに積極的に進出しなければ勝てない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(コンサルティング会社)
· 教育の目標・方針を明確に打ち出すこと。面倒見の良い大学を目指すこと。　　　　　　(広告会社)
· 「学生ニーズ」と「大学ビジョン」の重ね合わせが必要。礼儀と基礎教養のある人材を。(設計会社)
· 「社会を担う」という意味からすれば、一部の大学は専門分野への研究とへと特化していく必要があると思うし、多くの大学は社会適応性の高い人材を育成する必要があると思う。従って、むしろ教養課程の充実が重要か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(証券)
勉強会第一部  「大学の卒業生マーケティング戦略」～寄付金募集／卒業生による新しい大学付加価値戦略～　についての質問です》
【質問①】株主重視に転換した企業からは多額の寄付金が期待できなくなりつつある現在、この講演は参考になりましたか？　　(回答には企業を含む)
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【質問②】最も参考になった点は何ですか？

［学校関係者］
＊卒業生の活用。

＊卒業生にターゲットを向けた戦略。
＊卒業生マーケティングの必要性。
＊「大学に付加価値をもたらす新しい卒業生マーケティング」という提案。
＊校友組織確立の重要性と海外の大学の事例。

＊同窓会組織作りへのITの利用(東大、早大のケース)。

＊東大の取組みと米国の集中化。

＊卒業生に対する寄付金戦略。
＊コロンビア大学の寄付戦略
＊東京大学の例を伺い、より明確な企画・戦略的な考え方が、寄付獲得には必要であることが理解できた。

＊卒業生をターゲットにした寄付金募集が、単なる善意に基づくものから、経営戦略に基づく活動に向かわなければならないことが、良く分かった。
＊寄付金の使途が大事であること。寄付者ターゲットのフィルタリングの発想。
＊豊富な情報量と理論で分かりやすい説明だった。
＊新しい知見を得られた。ぜひ本学でも勉強会を開催していただきたい。
＊寄付に日興のようなコンサルタントがいたこと。
＊もう少し具体的事例に基づいて説明していただけると良かったと思います。
［企業・団体関係者］
· 米国と日本の数値比較は、簡易目標値として設定研究することができる。面白いテーマでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(コンサルティング会社)
· 「卒業生」を「学生確保への手段」のひとつと捉えてゆく発想は面白く、今後、重要度を増していくのではと思われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(証券)
· 海外と国内の比較が良かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(証券)
· 寄付に関する日米の差の大きさには驚きました。米国に比べ日本は教育研究に向けられる寄付割合は２倍以上と大きいにもかかわらず絶対額が小さいのが現状ですが、日本での教育研究への寄付がどこまで今後伸びる余地があるのか興味深いところです。　　　　　　　　　　　　　　　(証券)
· 上位0.1％の寄付者が64％の寄付金額を占める。コスト10～15％をかけているアメリカの事例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (建設)
· 卒業生マーケティングの必要性。当然のことなのに今まで大学の認識が一部を除き低かった。講演の時間が短かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(広告会社)
· ネットワークづくりの重要性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(設計会社)
· 東京大学のＯＢのデータ整理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(銀行)
《勉強会第二部 「学校法人の戦略的ポートフォリオ運用」についての質問です》
【質問①】この講演は参考になりましたか？
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【質問②】最も参考になった点は何ですか？

［学校関係者］
＊具体的な商品の組み合わせ例を知りたかったが、イメージとしては理解できた。

＊各商品の持つリスク・リターンの徹底的な理解を前提とした運用の必要性。
＊仕組み商品の解説は、要点が簡潔に説明されていた。

＊新しい知見を得られた。

＊戦略的ポートフォリオの策定は難しい。
＊自分には難しすぎた。
＊知識不足のため、あまり理解できませんでした。

［企業・団体関係者］
· 既に運用を行っている学校法人に対しては有用であると思うが、これから運用をスタートしたい法人にとっては、技術論中心のため、必ずしも有用ではないかもしれない。　　　　　　　　　(証券)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 99％ＶａＲの考え方。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(証券)
· デュアル債の為替リスク量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （銀行）
今後、取上げて欲しい勉強会のテーマや講演についてご記入ください。（自由記述）
《勉強会テーマ》
《講演テーマあるいは講師》

［学校関係者から］

　　　＊財務分析　　＊学校債　　＊大学のブランディング戦略　＊大学の生き残り
［企業関係者から］
＊下位大学の学生募集（ブランド力の弱い大学・新設校対策は？）
＊ネット広報・新メディア広報の利用について
＊奨学金について　　＊ブランディング　　＊難関大学のプロモーション活動

＊大学の個別運用事例を纏めたもの(かつて当協会で行ったアンケート調査の最新版等、可能であればNACBO調査報告の日本版ができれば有難い)
（参考）前回までのアンケート時の勉強会のテーマおよび講演の希望

　　　＊「財務比率の推移・分析」　＊「財務分析と財政安定の方策(各大学のデータに基づく)」
　　　＊経営判定指標、財務比率の分析（地域別・規模別等）＊財政再建　＊中期的財務戦略
＊「人件費削減」　　　　＊給与体系、退職金　　　　＊「学校価値向上策」　
　　　＊「施設有効利用」　　　　　　　＊「大学施設改善と大学経営」
＊「資産運用で実績をあげている他大学の事例とリスク管理の具体的手法」(済)
　＊「財務運用に関しての学校法人の悩み」　　＊「資金運用商品の特性（メリットとデメリット）」
　　　＊「外部資金調達」　＊「2005年頃実施の運用資産アロケーションの再調査」
　　＊ディリバティブ商品による運用の実態　　＊運用リスクの評価　　

　　　＊金融資産以外の運用例　　＊学者（研究者）によるファイナンス理論

＊有価証券運用における取引業者選定について　＊アメリカの大学の運用事例
＊　リスクマネジメント　　＊　今後の収益事業　　＊　現状の問題点の具体的案

＊　教学の活性化とは何か　　＊　如何に志願者を集めるか　＊　教職員の意識改革法
＊　新商品（学部・学科）の開発、手法　　＊  学校価値向上に関する方策等
以上
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